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『楽しい＆エコ』な“くらし” 一緒にはじめましょう♪ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
私たち「とよたエコ人プロジェクト」の“緑のカーテン”初挑戦の様子をお伝えします。 

一人でも多くの方に「うちでもやってみよう♪」と思っていただけたらうれしいです。 
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緑のカーテンの“魅力”って、な～に？ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経験者に聞きました♪ 

夏は涼しく、 

緑が目にやさしい。 

育てることの楽しみ。 

心をいやされるコト。 

きれい。元気になれる。 

グリーンにいやされる。 
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「涼しさ」を求めてというよりも、育てること・見守ることそのものが楽しくて 

「なんだか元気になる！」という声が多かったです♪ 

日ざしをさえぎり、温度を下げ、

目にやさしいです。 

育てるプロセスが楽しみ。 

育っていく姿を見守る楽しさ。

こもれ日。 
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緑のカーテンって、な～に？ 

●突然ですが、クイズです。 

 

 

 

夏、アスファルト舗装された道路や鉄の柵、瓦などをさわって「熱っ」

と思った経験のある人は多いでしょう。でも、植物をさわって「熱っ」

て感じたことのある人はいませんね。（もし、そんな経験があったら教

えてください♪） 

植物も私たちと同じように、生命のある“いきもの”です。温度（体

温）が上がり過ぎると、体が壊れて傷んだり、死んでしまいます。涼し

い場所に移動することができない植物は、熱を下げるために、葉っぱで

たくさん“汗”をかいて体を冷やしています。だから真夏の炎天下でも、

葉っぱが「熱っ」てことにはなりません。（だから、とくに夏は、根か

ら吸収できる水が足りないと、枯れてしまいます） 

 

●エアコンやすだれとの違い 

エアコンは、室外へ熱を捨てて室内

を涼しくするしくみ。周りの家々がみ

んなエアコンを使っていたら、外は暑

くなるばかりです。 

緑のカーテンは、水が気体（水蒸気）

になるときに熱を奪うしくみ（気化

熱）を利用したもの。緑のカーテンや

樹木を増やせば、「みんなで涼しさを

Ｑ： 夏の昼間、太陽がギラギラと照りつけているとき、植物

の葉っぱは熱くなってる？ それともあまり変わらない？ 

こもれ日がやさしい 
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つくりだす」ことができます。 

ところで、すだれも窓から入る太陽光をやわらげて温度の上昇を防ぎ

ますが、すだれそのものは熱くなってしまい、その分、温度を下げる効

果は小さくなります。 

ちなみに、緑のカーテンと似た効果（気化熱）を体験できるものとし

て、「霧吹き」があります。2005 年の愛知万博で使われた「ミストシ

ャワー」も同じしくみです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑のカーテンを横からみると・・・ 

ここには少し涼しく

なった空気がたまる 

ここで、水が水蒸気にな

って周りの熱を奪う 

この床は日陰になって

熱くならない 

水蒸気 

熱風 
涼風 

水の気化熱 

１g の水が気化（蒸発）するとき

に奪う熱量は 532 カロリー。 

これは、532ｇの水を１℃温める

のと同じ量のエネルギーです。 
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何を植えようかな？ 

●何を目的に、どこに植える？ 

 緑のカーテンでは、夏を涼しく過ごすという目的の他に、植える植物

に応じて、観賞したり、食べたり、加工して何かをつくったり、いろい

ろな楽しみがあります。また、植物の種類によって、育つ高さや緑に覆

われる期間、木漏れ日の様子などが違います。 

●混植と単植 

 植え方には、いろいろな植物を混ぜて植える方法（混植）と一つの植

物だけを植える方法（単植）があり、どちらも一長一短があります。 

 

 

 

 

 

 

 

●つる巻きタイプと巻きひげタイプ 

 緑のカーテンに適した植物には、本体のつるが巻きついて登っていく

タイプと、巻きひげがネットをつかまえて体を支えるタイプがあります。

巻きひげタイプはときどきうまく登れないこともあるので、そのときは

誘導してあげてください。片付けは、巻きひげタイプの方が少し楽です。 

 

 

つる巻きタイプの例（ぬるっぱ） 巻きひげタイプの例（パッションフルーツ） 

混植混植混植混植のののの利点利点利点利点とととと欠点欠点欠点欠点    
利点 

・どれかが枯れても緑のカーテンが続く 

・にぎやかな感じになる 

・連作障害を避けられそう（未確認） 

欠点 

・たくさん収穫したくても、できないかも 

・ごちゃごちゃした感じになる 
混植の例 あなたはどう感じる？ 

「にぎやか」？ 「ごちゃごちゃ」？ 
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私たちが育ててみた植物の特徴を紹介します。 

パッションフルーツ（４ｍ、巻きひげ） 

亜熱帯原産のつる性くだもの 

花が咲くのは５～7 月と、９～10 月 

実の収穫は、開花から約２ヶ月後 

（秋花の収穫は 12 月になる） 

葉は厚く、大きく、艶やか（観葉植物みたい） 

「くだものトケイソウ」らしい、時計の文字盤のような特徴的な花 

実の味は、甘酸っぱくて、トロピカル♪ 

とくに最初の実は、受粉した方がよい（その後の実付きが良くなる） 

実をたくさん成らせるには、水と肥料が必要 

葉は、12 月になっても艶やかな緑色 

亜熱帯なら冬越しできるが、豊田市では難しい？（未経験） 

⇒ 挿し木用に枝を切り取って、次の年の苗にするのが一般的らしい 

ぜひ、チャレンジしてみましょう♪ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自宅で取り組んだメンバーの中には、苗２株で

20 個や 35 個収穫という例もありました 
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へちま（10ｍ以上、巻きひげ） 

早く、高く、旺盛に成長する 

葉が大きく、茂り過ぎると暗く感じる 

へちま水（化粧水）が採れる（未体験） 

たわしがつくれる（採る時期で繊維の固さが変わる） 

若い実は食用になる（熱を通すとトロンとしておいしい） 

ゴーヤ（７ｍ、巻きひげ） 

へちまより全体的にやや小型で、葉がやわらかく、やさしい感じ 

葉をこすると、なぜかゴマのにおいがする 

苦味が特徴の夏野菜だが、実が熟すとタネのまわりは赤く、甘くなる 

お菓子（かりんとう）やお茶もつくれる（試食・試飲済み♪） 

坊ちゃんかぼちゃ（３ｍ、巻きひげ） 

手頃なサイズ（約 500g）の食用の実がなる 

全体的に、かわいらしい感じ 

千成ひょうたん（５ｍ、巻きひげ） 

手頃なサイズのひょうたんがたくさん実る 

白い花も、葉も、少しやさしい感じ 

キワーノ（３ｍ、巻きひげ） 

味は、やや期待外れ（食感は面白いが、味は残念なきゅうり似？） 

成長も実付きも旺盛 

実のトゲは鋭く、痛い 

防犯にも効果あり（？） 
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おかわかめ＆ぬるっぱ（７ｍ、つる巻き） 

いずれも、つるむらさきの仲間 

葉やつる先を「おひたし」にするとおいしい 

（しゃきしゃき＆少しぬめり） 

生育旺盛で、とっても丈夫 

 

 

ふうせんかずら（３ｍ、巻きひげ） 

生育旺盛で、タネが落ちて次々に発芽して増える 

枝分かれも多く、高さ３ｍくらいまでなら最強（？）の植物 

全体的にやさしい雰囲気がある（葉、花、フウセン型の実、タネ） 

花は、白い小花 

木漏れ日もやさしい雰囲気に 

 

 

 

 

 

西洋アサガオ（ヘブンリーブルー、４ｍ、つる巻き） 

日本アサガオよりも葉が大きく、生育旺盛 

花期は遅めで、秋になってから花盛り 

花は大きく、鮮やかな青色 
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用意するもの ＆ 私たちのエコな工夫 

プランタ 

排水がポイント！（排水穴を確認して、水が抜けるように注意） 

大きいほど良い（水不足になりにくい、根がしっかり張る） 

できれば木や陶器製が良い 

（もちろんプラスチックでも OK だが、太陽光で熱くなりやすい） 

⇒ 私たちは、地元の間伐材でつくったプランタを使いました♪ 

（間伐材の活用は、人工林の荒廃防止につながります） 

 

 

ネット 

 網目の間隔が 10cm～15cm くらいのもの 

（葉が大きい植物のときは粗め、葉が小さいときは細かめが良い） 

⇒ 私たちは、三河湾の「のり養殖網」のリユース品を使いました♪ 

（廃棄物の削減＆資源消費の削減につながります） 

土 

 水はけと水もちがポイント！ 

 底には水はけ用の石や砂利を敷き、その上に土（培養土）を 

 表土は乾燥防止のため、ウッドチップや植物堆肥などの植物質が良い 

 

 

 

 

 

※地面に直接植えるのも、もちろん OK です。その場合、水やりの回数を

減らせる便利さと、移動できない不便さがあります。 

私たちが使った鉢底の砂利（左）と土（まさ土） 
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じょうろ、ホース 

 自宅でやるなら、じょうろで十分です。私たちは、たまたまホースが

設置されていた場所だけ、ホースを使いました。 

水やりの補助具（給水キャップ） 

 ペットボトルのキャップのところに取り付ける、

小さな穴のあいたプラスチック製品です。私たち

は梅雨明け宣言の日から、１つのプランタに２つ

ずつ、２リットルのペットボトルを使いました。 

肥料 

 とくに、たくさん実を収穫したい場合は、肥料が不可欠です。私たち

は養分の少ない土を使ったため、すぐに肥料切れを起こして生育が一時

STOP しました。その後、ミネラル分を補給する液体肥料と、JA で購

入した有機ペレット（固形）を使いました。 

薬（虫・病気対策用） 

緑のカーテンに適した植物の多くが丈夫なため、あまり心配しなくて

も大丈夫です（ウリ科の“うどんこ病”くらい）。使用する場合は、で

きるだけ化学物質を避けて、木酢液・竹酢液を霧吹きで散布する程度に

しておきましょう。私たちは、何も使いませんでした。 

温度計 

 せっかくなので、緑のカーテンの効果を測定してみてはいかが？ 

脚立・高枝切りはさみ 

 ネットの取付けや高いところの収穫用に。 

棒＆フック 

 使い方は、次のページで紹介します。 
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さあ、植えよう♪ 

植える場所と植えたい植物が決まり、準備がで

きたらいよいよ植付けです。ちゃんと日が当たる

場所かどうか、確認してスタートです。 

 

●ネットの取付方法 

ネットの上端を棒にくくって、その棒をフックにかけると、ネットが

ピンと張りやすいです。この方法なら台風の時に、棒ごとネット・植物

を降ろすことができて安心です。（台風が去った後、もう一度ひっかけ

れば OK！） 

ネットと植物の重さだけでなく、風を受けると思いがけない力がかか

るので、しっかり固定しましょう。 

 

●植え付ける間隔は？ 

苗の場合は、20cm 程度の間隔で植え付けるのが基本（だそう）です。

種をまく場合は、20cm 程度の間隔を空けて１ヶ所に３粒くらいずつま

いておくと安心です。その後、発芽し、少し成長した後で、１ヶ所１本

になるように間引くといいでしょう。間引くときは根ごと抜くのではな

く、地上部の根元をはさみで切りましょう（他の苗を傷めないために） 

 

●盛夏に間に合わせたいのなら・・ 

自然状態での発芽を待っていると、どうしても遅れがちになります

（初期生育に失敗したこともあり、私たちも遅れました）。７月の梅雨

明けに間に合わせるには、GW 以降に植えるなら苗がおすすめです。種

から育てる場合は、４月上旬ごろに種まきして保温するとよいでしょう。 
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その後のお手入れ 

●とにかく、見守りましょう♪ 

成長の様子を観察しましょう。日々いろいろな変化があって、とって

も楽しいです。日記（絵や写真付き）をつけると、楽しさ 100 倍♪ と

きには、温度計で温度の違いを調べるのも楽しいですよ。 

●水やり 

夏の日中は避けて、朝・夕方にたっぷり水をやります。

とくに梅雨明け以降、植物が大きく育っているときは、大

量の水が必す。雨水や米のとぎ汁の利用もオススメです。 

●摘心（てきしん） 

一般的につる植物は、つるの先端を切ると、その下のところから新し

い枝が出て、枝数が増えます。実をたくさん収穫したい場合は早めにつ

る（親づる）の先端を切り取って枝（小づる）を増やしますが、緑で覆

うことを優先する場合は、目線くらいの高さまで成長してから摘心する

のが良い（らしい）です。 

●施肥 

とくに、実をたくさん収穫したい場合は、肥料も必要です。市販の肥

料（固形でも液体でも OK）を１～２週間に１回程度、与えます。 

●収穫・料理・加工 

適宜、楽しみましょう♪ 

●片付け 

プランタやネットは、数年間は使えます。片付けの一週間くらい前に

つるを切っておくと、ネットからの植物の取り外しが楽になります。で

きれば次の年のために、タネを採っておきましょう。 

雨水も使いました♪ 
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私たちの実践例（写真日記） 

 

 

 

 

 

 

 

7/8 表面近くの土を入れ替え、固形肥料と液肥を施す 

5/22 午前中、「育て方講習会」で教わり、午後設置 

6/27 １ヶ月経過、成長が弱い 

葉も小さくて黄色っぽい…まずい 

5/25 名札も立てて、じっくり観察開始 
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7/27 すっかり元気になって、成長スピード UP♪ 

8/9 「緑のカーテン」らしくなった 

8/31 すっかり一面の緑 

台風接近でネットごと降ろす 

9/15 再び持ち上げて 10 日後 

ウリ科の葉枯れが目立ってきた 

10/8＆10/29 片付け 植物を外し、ネットをまとめて、タネを小袋に詰めて終了です 
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“自宅 de 緑のカーテン”実践リポート 

 5/22 の育て方講習会参加者の方々から、その後のご自宅での様子をお寄せいた

だきました。いくつかを抜粋して紹介します。 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

おわりに 

本事業は、あいち森と緑づくり環境活動・学習推進事業の交付金を受けて実施し、関むぎパ

ッションフルーツ組合、木づかい市民ネット、豊田市西山公園をはじめとする皆様の温かいご

支援・ご協力があって実現できました。ありがとうございました。 
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2012 年 1 月発行 

育て方講習会、すごく楽しかったです。早速、JA でゴーヤの種を買い（苗が飛ぶよう

に売れていて、苗がなく）、初心者なので念のためくわしく育て方を聞いてみると、プラ

ンターの代わりに大きめの発泡スチロールを２段重ねて、上になったほうの底を抜き、ガ

ムテープでかんたんに止めてしまえばいいよと言われてやってみました。 

底に敷く石も、買わなきゃいけないかなと聞いてみたら、これまた発泡スチロールを大

きめに砕いてゴロゴロ入れとけばいいよとのことで、抜いた底を使いました。 

そして、坊ちゃんかぼちゃの苗を植えました。虫とうどんこ病予防には手持ちの木酢液

を噴霧するということで、使いまわしのスプレー容器を出しました。 

目下、朝顔とふうせんかずらの種、購入したゴーヤの種をまいて発芽待ちです。うまく

いくのかなあ。（Ｔさん 5/23） 

実家ではパッションフルーツの苗を２本植えて、すくすくと２階のベランダまで成長し

ました。実は 20 個以上はあるのではないでしょうか・・・。いつ実が落ちてもいいよう

に、ネットで保護していますが、未だ１つも収穫出来ていません。バス通りに面している

ので、みんなが収穫（味見）を楽しみにしているそうです。（A さん 11/2） 

坊ちゃんかぼちゃのツルに、やっと１つ雌花がつきました。成長も早くて、園芸初心者

の私はおもしろびっくりで毎日楽しく観察しています。朝顔とふうせんかずらもすくすく

育っています。ゴーヤも本葉が大きくなってきました。毎日の生活に彩りが加わった感じ

で、楽しいです。（T さん 6/15） 


